
日本学術会議 地球惑星科学委員会 IGU 分科会（第 23 期・第 7 回）・ 

地名小委員会（第23期・第7回）合同会議 議事録（案） 

 

日 時：平成 29 年 3月 2 日（木）13：00～14：52 

会 場：広尾学園２階応接室 

出席者：春山成子（委員長） 

    石川義孝，氷見山幸夫，井田仁康，岡本耕平，小口 高，戸所 隆，森田 喬， 

矢野桂司，若林芳樹（10名） 

欠席者：岡部篤行，奥村晃史，田中和子，松本 淳，村山祐司，矢ヶ崎典孝，山田育穂， 

吉田容子（8名） 

地名小委員会委員：出席  井田仁康＊，岡本耕平＊，滝沢由美子，高木彰彦，田邉 裕， 

森田 喬＊，若林芳樹＊    
＊は，IGU分科会委員を兼ねる 

 

 

議題等：  

１． 前回議事録案の確認 

第６回 IGU 分科会（平成 28年 12 月 3 日開催）議事録案を確認し，これを承認した。 

２． WSSF開催に関わる IGU 国内委員会のセッション提案について 

高木委員より、資料２～６にもとづき、WSSF（世界社会科学フォーラム）について

の説明および 2018 年福岡で開催される第 4回 WSSF の概要について説明があった。開

催校の九州大学から招待パラレルセッションの開催の依頼が IGU分科会にあったこと

が報告された。石川委員より経緯についての補足説明があった。 

第 4 回 WSSF の後援および招待セッションについて意見交換が行われ、4 月の科研費

の採択状況をみて、石川・矢野委員が中心となって適切な委員にお願いすることにな

った。セッションテーマについては 4月以降に決める。後援は地理学連携機構とする

ことになった。 

３． 最近の IGU の動静 

氷見山委員より、IGU の動静およびこれに関連した学術会議の動静について説明が

あった。IGU 役員会を日本で開くことについて、2018 年 4 月 8 日から 13 日までの予

定で、東京での会議および巡検があることが報告された。IGU 国内委員会として初日

のレセプションで協力することとした。 

４． 地理オリンピック 

   井田委員より、今年度の状況について説明があった。JST からの支援について、科

学オリンピック事業へ応募が期日に遅れたことについての説明があった。 

５． ICA日本開催について 

森田委員より、2019 年の ICA 日本開催についての準備状況について説明があった。

募金を始めることについての報告があった。 

６． 地名小委員会 

春山委員長より提言(案)を提出し、査読中であることについて報告があった。田邉



委員より補足説明があった。高木委員より 3 月に開催される公開シンポジウムについ

て説明があった。進め方および報告の仕方について意見交換が行われた。 

７．その他 

   田邉委員より地名行政に関する提言(案)の説明があり、今後の地名委員会（仮称）

の設置に関する活動、および関連する委員会等との協力体制について意見交換が行わ

れた。委員長などが大西学術会議会長に会見し意見交換する方向で日程調整をするこ

とになった。 

  

次回、5 月ないし 6 月に開催の予定。 

 

 

 

配布資料： 

 資料１ IGU 分科会（第 23 期・第６回）・地名小委員会（第 23期・第６回）合同会議議

事録（案） 

 資料２ WSSF2018 第４回世界社会科学フォーラム概要 

 資料３ WSSF2018 世界社会科学フォーラム）開催に関するご協力のお願い 

 資料４ WSSF2018 提案リスト・タイトル一覧  

 資料５ WSSF サブテーマ 

その他、「地名行政の統合強化と地名委員会の設置」提言（案）」「公開シンポジウム「地

名標準化の現状と課題―地名委員会（仮称）の設置に向けて」の開催について」「「地名行

政の確立に向けて」の校正原稿」 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

（付） 地名小委員会（第 23 期・第６回） 議事録（案） 

 

日 時：平成 28 年 12 月 3日（土）  IGU 分科会との合同会議時間内 10：00～12：00 

会 場：日本学術会議6階 6-A(1)(2)会議室 

出席者：森田 喬（委員長），田邉 裕（副委員長），井田仁康，岡本耕平，滝沢由美子， 

高木彰彦，若林芳樹，渡辺浩平    

 

議題 

１ 前回議事録案の確認 

第 5 回地名小委員会（平成 28 年 10 月 18 日開催）議事録案を確認し，これを承認した。 

 

２ 渡辺委員の講演「地名は誰のものか」 

第 22 回 International Seminar on Sea Name（平成 28 年 10 月 23 日～26 日開催，於：

韓国）に参加した渡辺委員より，開催期間中の会議内容や当該会議における渡辺委員の発

表内容について報告があり，それらをもとに，IGU 分科会において出席者の間で意見交換

を行った。 

 

３ 提言案の確認 

本小委員会作成の提言案の内容について IGU 分科会において検討を行った結果，提言案

の内容が了承された。題名については，「地名行政の統合・強化と国家地名委員会の設置」

とすることが確認された。なお，提言案の文言についての細かな加筆修正は，本小委員会

に委ねられた。 

 

４ 公開シンポジウム案について 

本小委員会が提案した公開シンポジウム案（「地名標準化の現状と課題－国家地名委員

会(仮称)の設置に向けて」，平成 29年 3 月 28 日（火）13 時～14 時 30 分，於：筑波大学）

について，開催が承認された。ただし，シンポジウムの内容等については，今後変更の可

能性がある旨，高木委員より説明された。また，公開シンポジウム終了後，地名小委員会

を開催することとした。 

 

５ その他 

特になし 

                                    以上 


